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凡　

例

　
　

一
、
年
号
の
表
記
は
原
則
と
し
て
西
暦
表
記
と
し
、
必
要
に
応
じ
て
太
陰
太
陽
暦
に
よ
る
日
付
を
併
記
し
た
。

　
　

二�

、
漢
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
た
。
た
だ
し
、
固
有
名
詞
、
人
名
等
に
つ
い
て
は
旧
字
体
を
用
い
た
場
合
が
あ
る
。
固
有
名
詞
の
う
ち
、
難
読
の
も
の
は

章
ご
と
の
初
出
時
に
適
宜
ル
ビ
を
併
記
し
た
。

　
　

三�

、
立
教
の
創
設
者
で
あ
るC

hanning M
oore W

illiam
s

の
和
文
表
記
は
、「
チ
ャ
ニ
ン
グ
・
ム
ー
ア
・
ウ
ィ
ア
ム
ズ
」、「
C
・
M
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
」
な
い
し
は

「
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
」
と
し
た
。

　
　

四�

、
漢
字
文
化
圏
を
除
く
外
国
人
名
は
、
英
文
の
略
称
と
片
仮
名
で
表
記
し
た
（
例
：
C
・
M
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
）。
た
だ
し
、
章
ご
と
の
初
出
時
に
は
原
則
と
し
て
英

文
を
併
記
し
た
。

　
　

五
、
本
文
叙
述
中
の
数
字
に
つ
い
て
は
、
図
表
番
号
を
除
き
原
則
と
し
て
漢
数
字
を
用
い
た
。
た
だ
し
、
引
用
文
や
文
献
名
の
表
記
は
原
則
と
し
て
出
典
通
り
と
し
た
。

　
　

六
、
資
料
や
文
献
の
引
用
に
際
し
て
、
史
料
上
、
明
ら
か
な
誤
字
・
誤
植
は
訂
正
し
た
。

　
　

七
、
今
日
で
は
不
適
切
・
不
適
当
と
思
わ
れ
る
表
現
に
つ
い
て
も
、
歴
史
的
資
料
で
あ
る
点
を
鑑
み
て
原
則
と
し
て
原
文
の
ま
ま
引
用
・
掲
載
し
た
。

　
　

八
、
学
内
の
諸
会
議
録
（
教
授
会
記
録
等
）
な
ど
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
開
催
年
月
日
を
記
載
す
る
に
と
ど
め
、
出
典
を
明
記
し
な
か
っ
た
。

　
　

九
、
注
は
、
各
編
の
末
尾
に
各
章
ご
と
に
掲
載
し
た
。

　

一
〇
、
頻
出
す
る
文
献
や
資
料
は
、
略
称
を
用
い
て
掲
載
し
た
。
左
の
通
り
で
あ
る
。

　
【
欧
文
】

　
（
1
）� Japan Records: JR., C

hina Records: C
R., Record G

roup 71: RG
71, A

rchives of the Episcopal C
hurch

（
米
国
聖
公
会
文
書
館
）：A

EC
. 

な
お
、Japan 

Records

所
収
の
書
簡
を
引
用
し
た
場
合
は
、
初
出
時
は
た
と
え
ば
、H

. Ernst Schm
id,  25 O

ctober 1860, N
agasaki, Japan Records (Record G

roup 71), 

Box 18, A
rchives of the Episcopal C

hurch.

と
し
、
略
記
の
場
合
は
、C

. M
. W

illiam
s,  10 January 1862, N

agasaki, JR., Box 22. 

と
し
た
。Box N

o.

は

米
国
聖
公
会
文
書
館
の
所
蔵
情
報
を
表
わ
し
て
い
る
（
第
一
編
第
一
章
の
注
一
五
二
、
一
五
三
）。
た
だ
し
、
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
所
蔵
・
管
理
し
て
い

る
同
資
料
の
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
の
リ
ー
ル
番
号
は
煩
雑
に
な
る
た
め
記
載
し
て
い
な
い
。

　
（
2
）� The Spirit of M

issions: 

米
国
聖
公
会
伝
道
機
関
誌
に
つ
い
て
は
注
記
で
、SM

と
略
記
し
、
巻
号
を
省
略
し
、
発
行
年
月
を
掲
載
し
た
。
た
と
え
ば
、SM

, June 

1898, pp. 276-277.

（
第
一
編
第
一
章
の
注
一
一
）。
そ
の
他
、
欧
文
の
略
称
表
記
に
つ
い
て
は
注
記
を
参
照
さ
れ
た
い
。



xx

　
【
和
文
】

　
（
1
）�

立
教
大
学
学
長
の
手
記
で
あ
る
『
遠
山
郁
三
日
誌
』
は
、
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
が
原
本
を
所
蔵
し
、
そ
の
翻
刻
版
が
刊
本
（
奈
須
恵
子
・
山
田
昭
次
・
永

井
均
・
豊
田
雅
幸
・
茶
谷
誠
一
編
『
遠
山
郁
三
日
誌　

1
9
4
0
～
1
9
4
3
年
─
戦
時
下
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
の
肖
像
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）

と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。
注
で
は
、
初
出
も
含
め
て
、「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
〇
年
四
月
一
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二
頁
）
と
表
記
し
た
。

　
（
2
）�
未
公
刊
の
資
料
に
つ
い
て
の
注
記
は
、
作
成
者
が
明
確
な
場
合
は
作
成
者
名
を
記
載
し
、
資
料
名
に
は
「　

」
を
付
し
た
。
資
料
群
な
い
し
簿
冊
を
記
載
す
る
場

合
も
「　

」
を
付
し
た
。
所
蔵
情
報
に
つ
い
て
は
、
初
出
時
の
み
注
に
掲
載
し
た
。


